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使用説明書-保証書 


このたびは、弊社製品をお買い上げいたださありびとラ 
ございます。 

この説明書には、フジフイルムインスタントカメラ 
instax mini 2日の使い方びまとめられています。 
内容をよくご理解の上正しくご使用ください。 



FUJSfILIVI 


富±フイルム株式会社 


参本製品のお問合せ巧 

富±フイルム PI ヴポートセンター 


ナビダイヤル 


团 

ナビ3^トル祗 


0570-001-080 

与呼び出し音の前に NTT より通信料の目まをお知らせします。 


受付時間：月曜日〜金曜日9 :日日〜17 : 4日（±日祝日、年末年始、夏期休暇を除く） 

k PHS . IP 電話. NTT 似外の固定電話などナビダイヤルをご利用いただけない場合は、 042 - 48 ] - ] 697 にお願いします。 


♦本製品の修理受付窓 □ 

富±フイルム修理サービスセンター 

ナビダイヤル 5¢¢ 0570 -000-081 / fax 0570 -060-070 

刮 W 出し音の前に NTT より通信料の目安をお知らせします。 U/U 

受付時間：月曜日〜金曜日9 :日日〜17 : 4日/ ±曜日 ] 日：日日〜17 :日日（日祝日、年末年始、夏期休暇を除く） 

^ PHS • IP 電話. NTTiU 外の固定電話などナビダイヤルをご利用いただけない場合は、日 228-3 己- 3 已 86 にお願いします。 
►修理品を持参または送付される場合は、 http :// fujifilnn . jp / support / をご覧ください。 


♦富±フイルム製品のお問合せ先 
富±フイルム株式会社 

お客様コミュニケーションセンター 03-5786-1711 

干 1 日 7- 日日 52 東京都港 区 ホ坂 9 T 目 7 番 3 号 
富±フイルム ホー ムぺ ージ： http://fujifilnn.jp/ 


FUJSfILIVI 

製品名 

保証書 

instax mini 25 

保証期間 

お買い上げ曰か6本は1年間 

ご購入年月日 

年月日 


店名印 


「お客様] 

お名前_様 TEL 

ご住所 
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■撮影中このようなときは… 


このよラなとさは 

考え5れる原因 

こラして<ださい 

シャッターび切れない。 

①電池び消耗している。 

①電池を交換します。 


②電池の入れ方び間違っている。 

②電池を正しく入れてください。 


③ "ち" び点滅している。 

③フラッシュ充電中です。" ち" び点滅しなくなるまでお待ちくだ 
さい。 


④電源日 N のまま何を操作をしないで己分！;(上放置し 

④ POWER ボタンを押して、電源を入れてください。液晶表示部 


ていた。 

の" も" び点滅しなくなったら撮影できます。 


⑤フイルムカウンターび"り"になっている。 

⑥フィルムパックを取り出し、新しいフィルムパックを入れてく 
ださい。 

フィルムび入らない、または 

①撮影しようとしているフイルムパックびこのカメラ 

①フジフイルムインスタントカラーフィルム instax mini を使 

スムーズに入らない。 

に適合しない。 

用します(他のフィ J レムは使用でさません)。 


②入れ方び正しくない。 

②フィルムノ くックの黄色の線とカメラの位置合わせマーク馈)を 
合わせて入れます。 

シャッターボタンを押してち 
電源び日 FF になる。 

♦ 電池び消耗している。 

♦電池を交換します。 

カウンター（数字または 

カメラに異常び発生した。 

① POWER ボタンを押して、電源を入れ直してください。 

") び点滅している。 


②①を試しても改善しない場合は、富±フイルム修理サービス 
センターへご相談ください。 


■ 出来上がつた写真びこのようなときは… 


このよラなとさは 

考え5れる原因 

こラして < ださい 

出来上びった写真び白っぽい。 

① 濃淡コント□-ルび© [ UGHTEN ] にセットされ 
ている。 

② 撮影時の温度び低い(5で1；(下)。 

③ 背景び被写体より暗すざる。 

④ AE 受光窓、またはフラッシュ受光窓をふさいで 
いた。 

① 濃淡コント□-ルを [ NORMAL ] 康示なし）にセットします。 

② 撮影前のカメラを暖かい場所に置いてから撮影してください。 
また、送り出された写真をポケットの中などで温めます。 

③ 濃淡コント□-ルを® [ DARKEN ] にセットします。 

④ AE 受光窓、フラッシュ受光窓をふさびないように、カメラの 
構え方にミち意してください。 

出来上びった写真び暗い。 

① 濃淡コント□-ルび® [ DARKEN ] にセットされて 
いる。 

② 撮影時の温度び高い (4 ぴ C し:!上)。 

③ 逆光で撮影した。 

④ フラッシュ発光部、 AE 受光窓、またはフラッシュ受 
光窓に指やストラップび掛かっていた。 

⑥背景び被写体より明るすざる。 

⑥ フラッシュの光び届かない。 

⑦ 鏡やガラスなどによるフラッシュ反射光の影響を 
受けている。 

①濃淡コント□-ルを [ NORMAL ] 康示なし）にセットします。 


② カメラを涼しい場所に置いてから撮影してください。また、送 
り出された写真を熱いものの上や近くに置かないでください。 

③ 順光撮影を行うか、ち強制発光モードでフラッシュ撮影を行っ 
て < ださい。 

④ フラッシュ発光部、 AE 受光窓、またはフラッシュ受光窓に指やスト 
ラップび掛からないように、カメラの構え方にミち意してくださし、。 

⑥濃淡コント□-ルを© [ LIGHTEN ] にセットします。 

⑥ 被写体から 0.5 m 〜2万 m の範囲に近づいて撮影します。 

⑦ 鏡やガラスに対して斜め方向から撮影します。 

画面びぼんやりしている。 

① 撮影距離び近すざる。 

② 撮影距離の設定び適切でない。 

③ 撮影レンズびミちれている。 

④ 手ブレのため。 

① 〇.己 m じ(上離れて撮影します。 

② 被写体の距離に合わせて撮影距離をセットします。 

③ 弊社修理サービスセンターにご相談ください。 

④ カメラをしっかり構えて、ゆっくりシャッターボタンを押します。 

ち強制発光モードで室内や暗し倡外での撮影時にはス□-シャッ 
ターになりますので、テーブルや壁などを利用してカメラまた 
は身体を固定することをおすすめします。固定でさないとさに 
は、オートモードで撮影してください。 

画面にむらびある。 

① 取り出してすぐ写真に圧力び掛かった。 

② フィルムびスムーズに送り出されなかった。 

① 画面内を押さえたり、曲げたりしないでください。 

② フィルム出口を指などでふさびないでください。 

ファインダーでねらったもの 
とズレて写った。 

♦ 撮影距離び近すざる。 

♦ 0.5 m し:!上離れて撮影します。 


まをにご使用いただくために 


♦ この製品および付属品は、写真撮影 I ソ外の目的に使用しないで < ださい。 

♦製品の安全性には十分配慮しておりますび、下記の内容をよくお読みの上、正しくご使用ください。 
♦ この説明書はお読みになった後で、いつでも見られるところに必ず保管してください。 


A 警告 

A ま意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死 t または重傷を負ラ可 
旨剖'生び想定される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定 
される内容、および物的損害のみの発生び想定される内容を示しています。 


主な仕様 


使用フイルム 
画面サイズ 


フジフイルムインスタントカラーフイルム instax mini 
62mmx46mm 


レンズ 
ファインダー 
撮影節囲 
シャッター 

露光調節 
フィルム送り出し 
フラッシュ 

セルフシヨット 
液晶表术 
電 源 

その他 
大きさ •醒厘 さ） 


沈月同式2群2枚構成 f 二 60 mm 1:1 2.7 

実像式ファインダー 0.37 倍ターゲットマーク付さ 

電動2点切り替え式循常モード0.日 m 〜2.曰 m / 遠景モード 2.5 m 〜〇〇) 

プ□グラム式電子シャッター1/3秒〜1/400秒 
2シャッターボタン(縦位置撮影/横位置撮影） 

自動調節連動範囲； LV 日. CP 〜1己.日 (ISO 800) ※強制発光モード時露光補正(濃淡コント□-ル）： ±2/3 EV 
電動式 

低輝度自動発光オートフラッシュ（自動調光）オートモード強制発光モード(背景されいフラッシュ） 

充電時間； 0.2 秒〜日秒(新品電池使用時）フラッシュ撮影距離： 0.日 m 〜 2.5 m 
セルフシヨットミラー付さ 

フィルムカウンター(残数表示式）遠景モード濃淡コント□ール強制発光モード 
リチウム電池 CR 2 2本撮影可能パック数；約30パック（当社試験条件による） 

フィルムパック確認窓、簡易接写レンズ(撮影距離： 3日 cm 〜己 0 cm ) 

1 12.0 mmxl 21.0 mmx 日0.己 mm (突起部除く） 27己呂(電池、ストラップ、フイルム別） 


* 仕様-性能は、予告なく変更する場合びありますのでご了承ください。 


取扱上のお願い 


■カメラの取り扱い 

1 . カメラは精密機械ですから、水にめらしたり、落としたりして 
ショックを与えないでください。また、砂の掛かりやすいところ 
には置かないで < ださい。 

2. 市販のストラップをご使用になる場合は、ストラップの強度を 
ご確認の上、ご使用ください。携帯電話、 PHS 用ストラップ 
は軽量機器用ですので、ご使用の際は特にごを意ください。 

3. 長期間お使いにならないときは、電池を取り出して、湿気、熱、 
ほこりの影響の少ないところに保管してください。 

4. ファインダーなどびミちれたら、ブ□アーブラシでほこりを仏い、 
柔らかい巧で軽くふきとってください。 

日.巧れをふさとるのにシンナー、アルコールなどの溶剤は使用し 
ないで < ださい。 

目.フィルム室に巧れやほこりびあると、フィルムを傷つけること 
びあります。特にカメラ内部の清掃は常に必掛けてください。 

7. 閉め切った自動車の中や、高温の場所、湿気のある場所、海岸 
などに長時間放置しないでください。 

8. ナフタ U ンなど防虫剤のガスは、カメラにもフィルムにも有害 
ですから、たんすなどへの収納は避けてください。 

9. このカメラはマイク□コンピューターによって制御されている 
ため、ごくまれにカメラび誤作動する場合びあります。このよ 
ラなとさは、電池をいったん取り出し、 ] 分じ(上おいてから再度 
入れ直してください。 


10. このカメラの使用温度範囲は+己で〜+4ぴ C です。 

■フィルム、写真の取り扱い 

1 . フィルムは、涼しい乾燥した場所に保管してくださし、特に開 
め切った自動車の中などの極端に高温の場所に長時間放置しな 
いで < ださい。 

2. カメラに入れたフィルムは、でさるだけ早く撮影してください。 

3. フィルムを極端に温度の低い場所や高い場所に置いてしまった 
場合は、通常の温度になじんでから撮影してください。 

4. フィルムは有効期限内にお使いください。 

已.空港の預け入れ荷物検査などでの強い X 線照射を避けてくださ 
し、。未使用のフィルムにカブ U などの影響び出る場合びありま 
す。手荷物としての機内持ち込みをおすすめします（詳しくは 

么ホ''菩マ' ：-'、確甲/ド古1、） 

6. 写真は強い光を避け、涼しく乾燥した場所に保をしてください。 


* 外から入った異物や、フィルムからちれた液によって□ーラーび巧れた 
場合は、富±フイルム修理サービスセンターにご相談ください。 


製品保証規定 


1.保証の内容 

ご購入後]年内に万一この製品び故障したとさは、この保証 
書を添えてご購入店または弊社修理サービスセンターにお届け 
ください。無料で修理いたします。 

なお、お届けいただく際の運賃などの諸費用は、お客様にてご 
負担願います。また、お買い上げ店と弊社間の運賃諸掛かりに 
つさましてを一部ご負担いただく場合びあります。 

2 .次の場合は保証期間内でも上記1 . の保証規定は適用されません 
(修理可能の場合は有料で修理をお弓怯受けします)。 

イ.修理ご依頼の際、保証書の提示または添付のないちの。 

□. 保証書にご購入年月曰、購入店名び記入されていない場合、 
または記載事項を改ざんされた場合。 

八.富±フイルム修理サービスセンター外で分解、修理され 
たちの。 

二.乂災、地震、風水害などの天災による損傷、故障。 

ホ.お取扱上の不ミ主意（使用説明書1；(外の誤操作、落下、衝撃、 
水掛かり、砂-ミ尼の付着、カメラ内部への水•砂-ミ尼の入 
り込みなど)、保管上の不備(高温多湿やナフタ U ン、しよう 
のラの入った場所での保管)、お手入れの不備（かび発生な 
ど）により生じた故障。 


へ.本体に付帯している付属品類（ストラップなど）および消耗 
品（電池類など)。 

卜.前記外で弊社の責に帰すことのでさない原因により生じ 
た故障。 

チ.各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に依頼されたもの。 
3 .本製品に対する保証は前記の範囲に限られます。本製品の故障 
に起因する付随的損害(撮影に要した諸費用、撮影によって得る 
であろラ利益の損失、精神的な損害など)の補償には応じかねま 
す。 

4.本保証書は日本国内においてのみ有効です。 

♦ 本保証書は、前記の保証規定により無料修理をお約束するもの 
で、これにより弊社およびそれ外の事業者に対するお客様の 
法律上の権利を制限するものではありません。 

♦ 本保証書の表示についてご不明な点は、弊社問い合わせ先へご 
相談ください。 

♦ 本保証書は紛失されてを再発行いたしません。 
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_ A 警告_ 

® 絶対に分解しないでください。感電の原因になります。 

^落下などにより内部び露出したとさは、絶対に触れないでください。高圧回路びあり感電する原因になります。 

^カメラ廣池）び熱くなる、煙び出る、編ブ臭いなどの異常を感じたと动ホ、ただちに電池を取り出してください。発乂ややけどの原因になります(電 
池を取り出す際、やけどには十分ごを意ください)。 

フラッシュを人の目に近づけて発光しないでください。一時的に視力に影響することびあります。特に乳幼児を撮影するときは気をつけてください。 

^カメラを水中に落としたり、内部に水または金属や異物などび入ったとさは、ただちに電池を取り出してください。発熱•発乂の原因になります。 

瓜 引乂性の高いガスび充満している場所や、ガソリン、ベンジン、シンナーなどの近くでカメラを使用しないでください。爆発や発乂•やけどの原因 
になります。 

A カメラは乳幼児の手の届かないところに置いてください。季 L 幼児び誤ってストラップを首に巻き付けると、窒息する原因になります。 

Jk 電池の分解、加熱、乂中への投入、充電、ショートは絶対にしないでください。破裂の原因になります。 

^指定！;(外の電池を使わないでください。発熱-発乂の原因になります。 

/ K 電池は乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤って飲み込む原因になります。万一飲み込んだ場合には、ただちに医師の診察を 
受けてください。 

A 付属の接写レンズを通して太陽を見ないでください。失明の原因になります。 

A ま意 

^カメラをめらしたり、めれた手で触ったりしないでください。感電の原因となることびあります。 

A 自転車や自動車•列車などを運転している人に向けて、フラッシュ発光撮影をしないでください。交通事故などの原因となることびあります。 

A 新しい電池とちい電池、違う種類の電池を混ぜて使用しないでください。また、電池の©©を誤って装てんしないようにごミち意ください。電池の破 
裂、液をれにより、発乂、けびや周囲をミち損する原因となることびあります。 

A カメラの内側の可動部に触れないでください。けびの原因となることびあります。 

A 付属の接写レンズを太陽光の当たる場所に放置しないでください。太陽光び集光した±易合には高温になり、発乂ややけどの原因になる恐れびあります。 


アフターサービスについて 


お手持ちの製品び故障した場合には、次の要領で修理させていたださます。ご購入店または富±フイルム修理サービスセンターに直接お 
申し出ください。それ！;(外の責は、ご容赦いただきます。なお、保証、使いちなどのご不明な点につきましても、上記に記載の富±フイ 
ルム修理サービスセンターをご利用ください。 


• 化料庐理 

故障した製品についてはご購入年月曰、購入店名の記入された、 
ご購入曰より]年！;(内の保証書び添付されている場合には、保 
証書に記載されている内容の範囲内で、無料修理させていただ 
さます。 

* 詳しくは、製品保証規定をご覧ください。 

参有料修理 

保証期間を過ぎた修理は、原則として有料となります。保証期 
間内であっても、製品保証規定の「2」に該当する場合はすべて 
有料となります。また運賃諸掛かりは、お客様にてご負担願い 
ます。 

参修理不能 

浸(冠）水、強度の衝撃、その他で損傷びひど <、故障前の性能 
に復元でさないと思われるちの、および部品の手当び困難なを 
のなどは修理でさない場合ちありますので、富±フイルム修理 
サービスセンターにお問い合わせください。 

• 修理部品の保有期間 

この製品の補修用部品は、製造打ち切り後己年を目安に保有し 
ておりますので、この期間中は原則として修理をお引さ受けい 
たします。なお、部品保有期間終了後でを修理でさる場合をあ 
りますので、詳しくはご購入店か富±フイルム修理サービスセ 
ンターにお問い合わせください。 

• 修理ご依頼に際してのごを意 

1. 保証規定による修理をお申し出になる場合には、必ず保証 
書を添えてください。 


2. ご購入店や富±フイルム修理サービスセンターで、ご指定の 
修理箇所、故障内容を詳しくご説明ください。故障の状態 
によっては、事故となったフィルムなどを添えてくださると 
修理作業の参考になります。 

3. 修理箇所のご指定びないとさは、弊社では各部点検をはじ 
め品質、性能上必要と思われるすべての箇所を修理します 
ので、料金び高くなることびあります。 

4. 修理料金び高く見込まれる修理のとさは「〇〇〇〇円1^(上は 
連絡してほしい」と金額をご指定ください。ご指定のないと 
さは目，日日日円内の料金で修理完了する場合は修理をすす 
めさせていたださます。 

已.修理に関係のない付属品類は、紛失などの事故を避けるた 
め、修理品から取り外してお手をとに保管してください。 

6. 修理のために製品を郵送される場合は、ご購入時の外箱な 
どに入れてしっかり包装し、必ず書留小包でお送りくださ 
い。 

7. 修理期間は故障内容により多少違いますび、厳重な調整検 
査を行いますので、普通修理品の場合は富±フイルム修理 
サービスセンターで、お預かりしてから通常7〜]日曰位を 
ご予定ください。 

•海外旅行中の故障 

本製品の保証書は国内に限り有効です。万一、海外旅行中に故 

障や不具合び生じた場合は、持ち帰った後、国内の富±フイル 

ム修理サービスセンターにお問い合わせください。 
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カメラの構え方 

両手でしっかりカメラを持ちましよう。 


丸枠内（フラッシュ発光部、フラッ 
シュ受光窓、 AE 受光窓)に指やスト 
ラップを掛けない 

シヤッターボタンは人差し指で押す 


ストラップに手首を通す 




フイルム出□をふさびない 


撮影レンズに指やストラップを 
掛けない 


* 特に横位置撮影時にはご注意くださ 


い。 



撮影の準備 


* 電池を入れる前にフィルムパックを入れると、フィルムカウンターが誤作動することがあります。 

* フィルムパックをセツトした後は、絶がに裏ぶたを開けないでください。フィルムが感光する恐れがあります。 


□ ストラップを取り付けまず 


且電池を入れまず 



* 落下防止のため、持ち運んだ 
り撮影するときはストラップ 
に手首を通してください。 


■使用する電池 

リチウム屬也フジフイルムリチウム CR 2 2本 




• 2 本とも、新しい同じ銘柄•種類のものを使用してください。 
• フィルムパックを入れる前に電池を入れてくださし、。 

* 新しい電池で約30パック撮影できます（当な試験条件に 
よる)。 

* 電池を入れたときに" の" マークが点灯する場合がありま 
すが、本製品に セルフタイマーモー ドはありません。 




電池容量の確認方法と交換時期 


■ 電池容量び不足気味：新しい電池を準備してく 
ださい。 

• フラッシュの充電に約 8 砂が 上 かかるとき 

■ 電池容量なし：新しい電池に交換してくださし、。 

• 電源を入れても レンズ 部が動かないとき 
• シャッターボタンを 押しても シャッターが 切れ 
ず、電源が OFF になるとき 

* 化ず 2 本とも新しい電池に交換してくださし、。 


且フィルムパックを入れまず 

電池び入っていることを確認してから、直射日光を避けて 
行ってください。 

■使用するフィルム 

フジフイルムインスタントカラーフィルム 
instax mini (チェキ用フィルム） 

• 化のフィルムは使用できません。 

* フィルムパックには 1 枚の黒いフィル 
ムカバーと 10 枚のフィルムが収納され 
ています。 

* フィルムパックはカメラに入れる直前 
に内装袋から取り出してください。 

* 撮影前のフィルムパックは、フィルム 
カバー、背面 2 力巧の長方形の穴は絶 
がに押さないでください。 


く前面> く背面> 

黄色の線 

l ^ p 長方形の巧 

フイルムカバー 
(遮光板） 




裏ぶたを閉めます 


な 



* ひといきで閉めてくださし、。途中で止め 
たり、完全に閉まる前に開け閉めすると、 
フイルムが感光する恐れがあります。 


電源を入れます 


© 


* 電源を入れる際、レンズカバーを押さえ 
ないでくださし、。レンズカバーが開かな 
くなる場合があります。 


フイルムカバーを取り除きまず^ 


0シャツ ターボタン 
を押します。 

© フイルムカバーを 
取り除きます。 
フイルム カウンター 
に" の" が表示 
されます。 






撮影しよう 
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□ 電源を入れまず 


且憤図を決めまず 


S シャッターを 
切りまず 


□ フイルムが 
をり出されまず 


且フイルムを 
取り出しまず 


POWER ボタンを押します 


* 電源を入れたまま約5分間放置すると、電源は自動的に切れます。 



①撮影距離： 0.5 m 〜 2.5 m 康示なし） 

⑨フラッシュ：才ートモード（表示なし） 

③濃淡コントロール： NORMAL 唐示なし） 

* 設をはをボタンを押すと切り替わります。 

* シャッターを切っても設をは変わりません。 

電源が切れると、上記のネ刃期設定に戻ります。 
* 電源を入れる際、レンズカバーを押さえない 
でください。レンズカバーが開かなくなる場合 
があります。 


縦位置 


横位置 



* 最短撮影距離は 0.5 m です。 

* フラッシュ光が届く範固は、 
0.5 m 〜 2.5 m です。 

* 指やストラップなどが撮影 
レンズやフラッシュ発光部、 
フラッシュ受光窓、 AE 受光 
窓に掛からないようにして 
くださし、0 



• ファインダー内の中 
央にある〇を目まに 
構図をみめます。 




フラッシュ充電中（液晶表示 
部の ‘‘4’’点滅中）はシャッタ 
-が切れません。暗いところ 
などでのフラッシュ撮影時 
には、フラッシュの充電が完 
了してからシャツターを切つ 
てください。 


このカメラには縦位置と横位置の 2 つのシャツターボ 
タンがあります。構図に合わせてシャツターボタンを 
選がしてください。 


* 撮影したフィルムは、撮影の都度取り出し 



* フィルム出口を指などでふさがないでくだ 
さい。 



てください。 

* かず モーターの 音が止まってから フィルム 
の先端を持って取り出してください。 


イルムパックを取り出ず 



最後の 1 枚を撮り終わると、‘‘ り’’ が表示され、 
シャツ ターが切れなくなります。 

フイルムパックを取り出します 
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フイルムや出来上がった写真を取り扱うときは… 


写真の仕上がり 



フィルムび残っている状態では、絶対に裏ぶたを 
開けないで<ださい。 

* フィルムが感光する恐れがあります。 

* フィルムカウンターがリセットされ、正しい撮影可能枚数が表示されま 
せん。 



己むから40での温度でご使用いただくと、よい写真び得られます。 
* 気温が低いときには、すぐに上着のゆったりしたポケットの中などで約 
30秒間温めてください。 

* 極端に熱いところに置かないでください（熱い砂やコンクリートの上、 
ストーブの近くなど）。 


夕彩 

画面内を手で 
折らない 押さえない 

* 霞 fl 飄襄親若我潔::'。 



振らない 曲け'ない 


しい写貴ホ、"初めの30秒間の温度"び大切です。 


• このフィルムの内部には、黒色の腐食性慮アルカリ性）の液が含まれています。撮影後、約 10 分間でアル 
カリ性は弱まりますが、撮影直後の写真や未使用のフィルムを扱うときは、次のことをずってください。 



□に入れない 

(特に乳幼児やペット 
にはごま意くださし、） 



切らない 


^ 〇. 

引きはびさない 穴を開けない 


万一、この液が皮膚や测良などに 
ついたときは、速やかに水で充分 
就ってくださし、。また、目や口に 
乂った場合はただちに多量の水で 
充分就った後、医師の診察を受け 
てください。 


<1^11 ^夕 ♦ — I * セルフショットミラーで写る範囲を確認できます。 

じ/!^^^ゴゾ n 瓶が * 欄に合わせてシャッタ-ボタンを選択できます。 


■カメラを手持ちしなび！5撮影者自身も一緒に写りたいとき、写る節囲を確認しなび5撮影できます。 


セルフシヨ ツ トミラーを見なび 5 構図を ミ 夫めます * 左手でしっかりとカメラを持ちます。 * SOcmiiLh 離してください。 

A 撮影者一人を写す場台 

C * 撮影者自身がセルフシヨツ ^ f m ^ 

トミラ-に映ってし、ること 
を確認します。 

A 誦 

撮影者を含め、複数で写す場合 

* 写真に写る人全員がセルフ 
ショットミラーに映ってい 
ることを確認します。 




シャッターを切ります 




セルフショット 
ミラーが巧れた 
ら、柔らかいホ 
で軽くふきとつ 
てください。 


• 撮影レンズと被写体との距離び已 Ocm む内である場 S ホ、付 
属の簡易接写レンズをご使用ください。簡易接写レンズを取 
り付けると、撮彰距離び3已 cm 〜已 0 cm になり、カメラを被 
写体により近づけて撮影していただけます。 

* 詳しくは、「簡易接写レンズの使い方」をご覧ください。 


各ボタンのほい方 

凸ち / i4 撮影モード ■ 


簡易接写レンズの巧い方 

被写体に近づいて大きく写ずことびできまず 


取り付け方 ■ 取り外し方 



も/认ボタンを巧ずと、撮影モー 
ドび切り替わりまず。 


* シャツ ターを切っても設をは変 
わりません。 

* 電源を切ると初期設定に戻りま 
す。 




(表示なし）オートモード 


強制発光モード（背景をれいフラッシュ） 


公 luj 


暗いところではフラッシュび発光し、明るいところ 
では発光しません。 


周囲び明るくてら暗くてちフラッシュび発光しまず。 


fl 音いところではフラッシュび発光し、 
明るいところでは発光しません。 


通常撮影ずるとさに使用しまず。 


* 電源を入れたときには、こ 
のモードに設をされます。 

* 暗いところでもスローシ 
ャツターにならず、手ブ 
レ防止できます（シャツタ 
-スピード：1/30砂 ）0 



0音いところで、背景をより明るく写したいときに使用しまず。 

このモードでは、周囲の明るさに応じて自動的にシ 
ャッタースピードび切り替わります。暗いところ 
ではス□ーシャッターのフラッシュ撮影(ス□-シ 
ンク □) になり、背景をより明るく写します。 

* 背景が暗すぎると効果が出ない場合があり 
ます。 

* 暗い ところでは ス ローシャッ ター になりま 
すので、動く被写体の撮影ではブレが生じ 
る場合があります。手ブレ防止のため、テー 




屋外などで、遠ち (2 .已 m 〜〇〇)を撮影 
ずるときに使用しまず。 



ブルや壁などを利用してカメラまたは身体 


を固をすることをおすすめします。また、背- 

景の色は照明の影響を受けやすくなります（堂光灯下では青緑っぽ 
く、タングステン灯下ではホっぽく写る場合があります）。 


0 ©© 續淡コント□—ル 


■ 



を上手に使ラには… 



©©ボタンを巧ずと、写真全体 
の濃淡の度合いを調節でさます。 


* シャツ ターを切っても設定は変 
わりません。 

* 電源を切ると初期設定に戻りま 
す。 

* 写真全体の濃淡の度合いは、周 
囲の明るさや気温などに影響さ 
れます。 

* 出来上がった写真の濃淡の度合 
し、 により、濃淡 コントロールを 
調節してください。 


1め — ► (©^ /〇) — ► 1G) 


DARKEN (暗く する)^ NORMAL (通常)(明るく する） 



写真全体び暗めに撮 
影されます。 

• 被写体が白っぽく 
写ったときに設を 
してく ださし、0 
(例） 




通常はこの設定 
で撮影しまず。 



NORMAL ©DARKEN 


NORMAL ©lighten 


■鏡やガラスなど、光を反射させるちのがあるとを 

少し斜めから写すなど、反射光びカメラに入らないよラに工夫しましよ 
ラ。 

■ 二人切上の人物を撮影ずるとさ 

カメラからそれぞれの人物び同じ距離に並んで、均等にフラッシュ光び当 
たるよラにしましよラ。 



レンズのツメび左ちにくるよラにして、ま 
つすぐはめ込みます。 

* 正しくはまると「カチッ」と音がします。 



親指で横に巧しなびら引さ起こして外しま 
す。セルフショットミラーを巧さないよラ 
にを意しなびら外してください。 

* 撮影が終わったら、レンズを取りかして 
くださし、0 



取り付け時-取りかし時-使用中にはレンズを回転させないでく 
ださい。レンズのツメが壊れる恐れがあります。 


ケースの取り扱い方 



ケースはストラッ 
プに取り付けて持 
ち運びできます。 


きちんとロックし 
てくださし、。 


撮影 方法 


A カメラの撮影距離を 0 . 5m 
W 〜 2 . 5m ( i4 表示なし）に 
設定しまず。 



f % レンズを被写体に向けて撮 
^影しまず。 



• ファインダーを使わずにレンズを被写体 
に向けてくださし、0 

* ファインダーを使うと、ファインダーから 
見える範囲と写る範囲にズレが生じます。 
• 被写体との距離をおよそ 35 cm 〜凯 cm に 
して撮影すると、よいピントが得られます。 


接写レンズなし接写レンズ付を 
已 Ocm 3 已巳 m 
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